
2019年

1月20日(日)

14:30-17:00
会場フォーポイントバイシェラトン函館

（函館市若松町14番10号）

主催：一般財団法人 北海道国際交流センター（HIF） 後援：北海道渡島総合振興局、函館市、フードバンク道南協議会

湯浅 誠さん

（法政大学教授/社会活動家）

近藤 博子さん

（気まぐれ八百屋だんだん店主）

パネラー 「はこだてこども食堂」鈴木 辰徳さん

「なまら食堂」佐々木 あゆみさん

「函館てらこや」大野誠二さん

コメンテーター 湯浅 誠さん、近藤 博子さん

モデレーター 泉 花奈さん

スペシャル対談
「子ども食堂のネットワークとフードバンク」

in 道南
はこだて

●参加費無料
●定員100名＊託児あり

第１部

第２部 公開パネルトーク

×

お申込・お問合せ先 北海道国際交流センター(HIF) 函館市元町14－1
TEL:0138-22-0770 FAX:0138-22-0660 E-mail： event@hif.or.jp



広がれ、子ども食堂の輪！ ゲストプロフィール

近藤博子さん（気まぐれ八百屋だんだん 店主）
島根県生まれ。店名でもある「だんだん」とは出身地出雲地方の方言で「ありがとう」を意味
する。長年歯科衛生士として働いてきて、長年携わってきた仕事の中で強く感じたこと、人が
生活する上で最も重要なことは食であると感じ、自ら安心できる食材を提供したいとの思いか
ら、無農薬野菜と自然食品のお店を営む。「子供が一人で安心して来られる、無料または低額
の食堂」として、日本で最初に「子ども食堂」始めた先駆者。

鈴木辰徳さん（すず辰 店主）
北海道生まれ。家事・育児を行う3児の父。2009年家族とともに、北海道に移住。これを機に
主夫になり、11年 ”すず辰”を創業する。ほれた農家さんの青果物を卸売販売するとともに、マ
ルシェ形式に路面での販売を秋より開始。12年レストラン、菓子店などの軒先で路面販売をし、
地元で話題となる。13年春店舗オープン。16年、八百屋と並行して、地元の有志と「はこだて
こども食堂～つくってたべよ いっしょにたべよ～」を立ち上げる。

お申込・お問合せ先 北海道国際交流センター(HIF) 函館市元町14－1

TEL:0138-22-0770 FAX:0138-22-0660 E-mail： event@hif.or.jp

申し込みフォーム FAX、E-mailにてお申込みください。（〆切 1月10日）

湯浅誠さん（法政大学教授/社会活動家）
東京都生まれ。東京大学法学部卒。1995年よりホームレス支援、生活困窮者支援に携わる。
2009年から足掛け3年間内閣府参与に就任。内閣官房社会的包摂推進室長、震災ボランティア
連携室長など。政策決定の現場に携わったことで、官民協働とともに、日本社会を前に進める
ために民主主義の成熟が重要と痛感する。現在、法政大学現代福祉学部教授の他、NHK第一ラ
ジオ「マイあさラジオ」、文化放送「大竹まことゴールデンラジオ」レギュラーコメンテー
ター、朝日新聞パブリックエディター、日本弁護士連合会市民会議委員。

佐々木あゆみさん（ワーカーズコープ・センター事業団北海道事業本部 事務局長）
北海道生まれ。2008年に入団し、お金も知恵も手間隙も出し合って、地域に必要な仕事を創り
続けることを地域住民と一緒に行う。コミュニティセンターの館長を経て、2014年より北海道
事業本部事務局長に。「誰もが働ける社会」を目指し、市民目線での地域活動をしている。現
在、札幌で、高校生らと共に、「なまら食堂」を運営している。

泉花奈さん（モデレーター／CAPスペシャリスト／みそソムリエ）
教育系出版社やIT企業での編集者・マーケターとしての東京生活を経て2017年に函館にU
ターン。日本初の多世代型コレクティブハウス「かんかん森」での居住経験を生かし、函館
では食に関連したイベント・講座の企画運営や古い建物を活用したコミュニティスペースな
どの立ち上げに数々参画。子どもへの暴力防止活動や自立援助ホームの運営にも携わる。
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託児をご利用の場合、下記もご記載ください。※希望者多数のときは、スペースの関係上お預かりできない場合があります。

託児①
お子様の氏名

（フリガナ）

（年齢 歳）

託児②
お子様の氏名

（フリガナ）

（年齢 歳）

大野誠二さん(函館てらこや代表、株式会社Bande代表取締役
旧戸井町生まれ。2001年より飲食店を営み、まちづくりとは程遠い生活を送ってた中、2016年、
函館にいる大学生、高校生とかかわったことがきっかけで、「心の教育」「世代を超えて学び
あえる居場所」として高龍寺さんの協力のもと2017年5月「函館てらこや」をスタート。人づ
くりから始まるまちづくりを目指し活動中。


